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就労支援事業所キロル 見学のご報告 

 今年度の研修事業の企画で、昨年開所された、就労継続支援B型事業所「キロル」の見学に行ってきまし

た。代表取締役の津山氏に事業所内をご案内いただき、キロルについてご説明いただきました。 

 津山氏は、これまでの就労支援事業所に携わっていた経験を活かし、自ら事業所を始めるために、株式会社

カリブを立ち上げたそうです。 

 キロルでは様々な生産活動を通じ、「はたらく」場、「就職をめざす」場を提供されていました。パソコン作

業、手芸作業を柱とし、様々な制作活動をされていました。見学の際も見せていただきましたが、押し花制

作、押し花関連商品の制作、ドライフラワー、アロマバスソルトなど、素敵な作品がたくさんありました。販

路は、北広島駅のエルフィン…、Creema などのネット販売を展開されているとのことでした。 

 利用者の方々は、自立通所されている方が多く、在宅就労されている方もいらっしゃるとのことでした。通

所の場合の工賃は時給３５０円で、精勤、皆勤手当もあるそうです。昼食は１００円で提供されていて、近隣

にコンビニなどがないため、事業所内のスペースでお菓子などの販売スペースも準備されていました。 

 作業の場も見せていただきましたが、皆さん細かな作業に、静かに集中して取り組まれていました。業務終

了後は利用者さんが自ら用紙に記載し提出する業務報告の形など、一般就労に向けた経験やスキルアップ等を

目指している取り組みを各所で感じました。 

 見学終了後は、参加者でランチを堪能し、楽しいひと時を過ごすことができました。 

 今後も、市内や近郊の新しい事業所なども見学し、現場の様子、情報の知識をバージョンアップしていきた

いと感じました。 

斉藤 
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社会福祉法人北広島市社会福祉協議会創立７０周年 

       第５０回「北ひろしま福祉のつどい」        
 

令和７年１０月１８日(土)、北広島市芸術文化ホールにて「福祉のつどい」が開催されました。 

会場内ホワイエでは、実行委員会各団体のパネル展の掲示があり、それぞれの活動の紹介がされました。 

ホールでは、開始前にステージで、社会福祉協議会の活動２００６年～２０２５年、２０年間のあゆみとして

スライドショーがあり、地域の知人の姿なども映しだされており、感慨深く思いました。開会は、北ひろしま

福祉会の皆さんによる勇太鼓により活気のある演奏に始まりました。功労表彰・善行表彰では、１１名の個人

表彰の中に、元社会福祉協議会会長 川島光行様のお元気な姿もありました。 

記念講演では、フリーキャスターの堀尾正明氏による「あなたが主役でまちが輝く～地域の底力のヒミツ

～」というテーマで、元NHKアナウンサーの経歴から、幅広い知識とトーク術で、北広島市民へエールの言

葉を頂きました。 

次年度は令和８年１０月１７日(土)開催予定です。 

                             

      北広島市出前講座「防災教室」      令和 7年 10月 9日） 
 

内容： ①防災の観点からの北広島市 ②市が行っている防災施策 ③自助、共助、公助 ④質疑応答 

 

総務部危機管理課の深山さんにお越しいただき、お話を伺いました。 

①は、北広島市の人口、人口密度、地形の特性、過去の災害、市の想定する災害などについて説明がありまし

た。改めて人口密度を聞いてみると、道内で札幌市を除いて 3 番目と言う、思いもよらぬ現状でした。後日調べ

てみたところ、令和 6 年 1 月で 477.98 人/km2 でした。人口は減っているのに意外でした。という事は、万が一

の時は避難所に多くの方が向かうと考えられますね。過去の災害では、私の記憶にも残っている昭和 56 年 8 月

の水害や、平成 30 年 9 月の胆振東部地震など、本当に大変な災害が起こっております。昭和 56 年当時、千歳川

と輪厚川の傍に実家がありましたので、学校に避難した事を覚えています。父は、豪雨の夜、用水路や川の水位

を確認するお役目を果たすために奔走しておりました。出かけた先で何かが起きたらどうしようと、戻ってくる

まで心配でした。消防団の方がお一人亡くなっていますし、養豚場も川の決壊により悲惨な事になりました。胆

振東部地震も本当に怖かったですね。大曲並木地区では、全壊 17 棟とありました。深山さんのご説明によると、

避難所が 2 カ月間開設され、被害にあわれた地区は令和 6 年にやっと復旧と言う事です。 

②は、防災訓練や食料・防災資機材の備蓄、防災知識の普及・啓発などの防災への取り組みをお聞きしました。

食料・防災資機材は、主要 5 地区に分散してローリング備蓄をしているそうです。そして、「北広島市防災マッ

プ」を全戸に配布しているので、活用してほしいとおっしゃっていました。 
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③は、防災マップをもとに説明を受けました。私達が出来る対策として、部屋のレイアウトを考える、持ち出

し品の準備と備蓄品の確認、自分や家族にとって必要なものを準備しておきましょう。避難については、普段か

ら避難所にどういう風に行くのかを考えておく。近い避難所が必ず開くとは限らないそうです。指定避難所は、

34 カ所あるそうです。（東部 8、団地 9、西の里 6、大曲 7、西部 4）水害の場合は、高い方へ垂直に逃げるよう

にと言う事でした。あなたの家の「マイ・タイムライン」自分にとって、家族にとって良い避難を考えると良い

そうです。ペットは、ケージに入れて一緒に避難して下さい。でも、ペットのエサは、備蓄していないので準備

を。避難所開設は、ＮＨＫ・北広島市のＨＰで確認出来ます。この事をお聞きするまでは、いったいどうやって

避難所開設を知るのだろうと思っていました。停電の時は、テレビも見られなくなりますが、覚えておきたい情

報の一つです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 あと、「北海道土砂災害警戒情報システム」を検索して見てみて下さいと言う事と、避難警戒レベルに注意をし

て下さいと、おっしゃっていました。 

④の質疑応答の内容がこちら 

〇避難所に行って入れないと言う事はないのでしょうか？→いっぱいの時は、他の所に移る。 

〇高齢者の把握はしていますか？Ị福祉課で取り組んでいる。 

〇福祉避難所は？Ị一次避難所で状況を聞いてから開設する。すぐに開設する事はないです。 

〇エスコンとの連携は？ 

Ịイベントがあった時の帰宅困難者の対応をする。北広島市民だけ特別にとはならないです。 

〇自宅にいる方が避難所に食料をもらいに行くことは出来ますか？ 

Ị３４カ所全部の避難所が開設することはないと思うので食料は出せると思う。 

市民生活課が相談窓口になります。 

障がいを持った人と一緒に避難するのは、遠慮があって行けない時は市役所に連絡する。その他に、スピーカ

ーをつけた広報車で巡回する。学校のスピーカーを使えないか検討中。福祉課で障がい者の個別計画を検討中。 

障がいのある人にも避難訓練をさせてほしいと言う意見が参加者から出ていました。繰り返しする事で、きっと

慌てずに行動できる力を持っていると思います。 

今回の出前講座は、普段から防災を意識する為のとても良い情報をいただきました。まずは、黄色い「防災マ

ップ」を探してみて下さい。 
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〇 北海道手をつなぐ育成会からのお知らせ 〇 

１１月１６日（日）北海道新聞 13 面に、北海道手をつなぐ育成会 佐藤春光会長のインタビュー記事が掲載

されました。障害児教育に関わって来られた事や、社会福祉法人の立ち上げなど知的障がい者を支援してきた

活動が載せられています。 

今年で創立70周年を迎えた道育成会を振り返ると共に、「誰もが暮らしやすい社会を」と、佐藤会長の力強

い声が聞こえてくるような記事です。是非お読みいただければと思います。 

 

         「新年会・成人を祝う会」について          

日時…令和 8 年 1 月 18 日(日曜日)11 時 30 分～13 時 (受付は 11 時 20 分より) 

 

場所…くるるの杜  農村レストラン 

北広島市 大曲 377―1 

TEL011―377―8700 

 

参加費…1500 円の予定(人数と予算により決定)70 歳以上は割引有り(当日証明出来るものをご持参ください) 

☆詳細は別紙のご案内で、ご確認を宜しくお願いいたします                        

 

 

活動報告   

１０月 9 日 青空会  

 出前講座「防災教室」  

１０月１８日 北ひろしま福祉のつどい 仲上 

１１月１２日 北ひろしま福祉のつどい第 5 回実行委員会 仲上 

１１月１３日 就労継続支援 B 型事業所「キロル」の見学会＆昼食会  

１１月１９日 道育成会 第 71 回全道大会登別大会・第 32 回本人大会 

準備のための三者打ち合わせ会議 
中川 

  

 

令和 7年度会費納入のお願い 

・ 年会費 6,000 円   

・ 会費に関するご相談は会計までお願いします。 

『お振込先口座』 

北海道銀行 北広島支店 

（普）１１５－０４３１１２３ 

北広島市しょうがい児者を持つ親の会 

会長 加藤 裕子 

 

この会報は、会の趣旨に賛同下さる方々に、私た

ちの活動を広く紹介する目的で発行しています。

ほかの目的に使用しないよう、また、破棄する場

合は取り扱いにご注意下さるようお願いいたしま

す。         (262 号編集担当：井上) 

 

会報担当【中川 斉藤 井上】 

 


